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頭言

全国工業高等学校造船教育研究会

会 長   田原 章吾
(長崎県立長崎工業高等学校長)

2014年 を迎え、会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し
上げます。

日頃より造船教育の発展に並々ならぬご尽力をいただき感謝申し上げます。このたび皆

様方のご協力をいただき、会誌 49号が発刊できましたことに厚く御礼申し上げます。
さて、今年度全国工業高等学校造船教育研究会研究協議会を7月 25日 、 26日 の二日

間にわたり、長崎工業高校で開催することができました。日本造船工業会から寺門企画部

部長様、日本中小小型船舶工業会より相本総務部部長様のご臨席を賜り、盛会裏に終了す

ることができました。会員校 3校でこれからの造船教育の更なる充実と継続を約束いたし

ました。

二日目の研修では「軍艦島クルーズ」を体験しました。長崎港から船で 15分ほどにある
端島という島は炭鉱で栄えました。最盛期には小さな島に5, 000人もの人が居住し、
炭鉱の島として長崎県の経済にも大きく貢献していました。時代の流れとともに炭鉱は閉

山となり、廃墟の島となりましたが、今年度、世界遺産に登録され、長崎市は「軍艦島J

として観光名所に指定しています。このクルーズに参加して、かつては採掘された石炭が

船で運ばれていた説明を聞いて、島の多い長崎県においては、船は不可欠な海上輸送手段

であると再認識したところです。

今年度の就職試験の結果本校では、三菱重工業長崎造船所 3名 、大島造船所 5名 を含め

て造船関連の企業に多くの生徒が内定しています。以前からすれば減少したとはいえ、毎

年複数の生徒が就職していきます。

現代のものづくりは便利なものを産み出せばよいというわけではありません。車のエン

ジンに関して言えば、性能のよさや安全性に加えて、排ガス規制や停車時の自動制御など

環境への配慮が求められています。船であれば、重量調整のために排出されるバラス ト水

に含まれる微生物によつて、その海域の生態系が壊されている問題などがあります。

船や車を造るにしても専門の分野に精通するだけでは現代社会が求めているものづくり

はできません。工業に関する専門的な知識から生物学的な知識、法律にいたるまで、様々

な知識が求められ、そのための勉強が必要不可欠になっています。

これからも社会に貢献できる工業人、造船マンであるために高校時代に基礎的な学力や

技術を身につけさせて社会に送りこまなければなりません。普通教科、専門教科の基礎学

力をいかに高めていくかこれからも試行錯誤していきたいと思います。そのためにもこの

研究協議会の中身の充実が求められます。

本研究会の活動についてこれからもご理解とご協力をいただき、造船業界の方々をはじ

め関係各位からのご指導ご鞭撻をお願いしてごあいさつといたします。
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造船教育を振り返つて

伊勢まなび高校 ものづくり工学科
再任用教諭    景山 裕二

平成 16年の春、伊勢工業高校の造船科の消滅に伴い現任校の伊勢まなび高校ものづくり

工学科へ移った。既に造船教育を離れ 10年が経ってしまったがどんな思いで造船教育に取

り組んできたか振り返つてみた。

昭和 48年のオイルショック以来造船業界は苦難の道を歩んできた。当然ながらその影響

は高校造船教育にも波及し、その後の会員校の激減は周知のとおりである。私が伊勢工業

高校に赴任した昭和 52年はそんな厳しい状況のなかであつた。しかし研究会を作り育て上

げてきた先輩諸先生方は皆エネルギッシュで、造船教育に誇りを持ち逆風にもかかわらず、

教科書やワークブックの編集、実技講習会の開催、役員会や総会の開催等々、その情熱は

若い私にとつて実に頼もしく将来への不安を抱かせないものであつた。

しかし、現実の厳しさは容赦なく続き卒業生の造船所への就職は年ごとに日に見えて減

っていった。一番良かった時でさえ造船科 1ク ラス 40人のうち業界への就職は 3割程度で

あつたのが、1割にも満たなくなり、最後の数年間はまったくゼロとなっていつた。そんな

状況の中で日々の造船工学、工作、製図や実習等などの授業をどうやつていつたらいいの

か。「俺ら―造船所に行くわけじゃないのに」とあからさまに不満をぶつけてくる生徒も少

なからずいる。日々生徒と向き合 う者にとつて造船教育はどうあったらいいのかは常に重

い命題であり続け、考え続けなければならなかつた。そうした中「造船教育はどうあるベ

きか」は研究会でも毎年議論され、「造船教育を通して工業教育をやつていく。造船という

ツールを使って工学的センスを養う」という考え方がその根本であつた。そして、それは

私の教育の指針となり拠りどころとなった。少しずつ授業を工夫していつた。新入生の造

船工学の最初の授業では、小さな水槽とバネばかりを教室に持ち込み模型の船を浮かべて

みせるのが恒例であつた。「浮力があるから鉄の船でさえ浮く」と切り出していたのが、「鉄

の船でさえ浮かぶ。一体なぜだろう。浮力とは何か」と問いかけるようになった。船の種

類や大きさも多種多様で形も機能も変わってきたが何故だろうか。歴史、政治や経済、当

然自分たちの生活と密接に関わつていることも考えなければならない。面積や体積、質量

の計算でも、三角形、平行四辺形や台形の公式の基本の説明から円の面積がなぜ 2冗 r2?

πとは ?何故 3.14159… と続くのか ?錘の体積はどうして柱の 1/3?なのかと疑間が広がっ

てくる。台形法則はわかるけれどもシンプソンは何故 1, 4, 1なのか…、等々。授業の

アプローチの仕方を変えると、基本に返っての説明が必要となる。微積はおろか三角関数

さえ知らない生徒に分かりやすく説明するのにはかなり悩まされ、それなりの事前準備が
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必要である。授業が終わつた後はもつとうまく説明できなかったものか、理解できただろ

うかと反省の連続である。それが毎年繰り返される。生きていくために必要な基礎基本の

知識、ものづくりのための共通の考え方とは何かを常に念頭に置き、“工学的センス"と ま

ではいかなくても人が築き上げてきた技術や技能を自分自身がIIE疇 し伝えていく。工業教

育が目指すものは何かといつも考えながら過ごしてきたように思う。果てしない道を一歩

一歩進んでいく、日々苦悩しながら実践していくことこそが教育活動ではないかと思う
=

造船科は廃科になっても、造船科を卒業したことに誇りを持って頑張つて働いている卒

業生たちに出会うとき、当時の自分の思いが蘇る。造船教育を通じて悩み学んだ教育の在

り方が、現任校での教育の基盤になっている。造船をまなび育っていった生徒たちと同様

に造船教育研究会の一員として過ごした教員生活は私にとつてもかけがえのない時間であ

り誇りである。

纏まらない文章で恥ずかしい限りですが、造船を学ぶ生徒諸君や造船教育研究会を支え

ている先生方に感じるものがあれば幸いです。皆様の益々のご健勝とご発展を祈念してい

ます。
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課題研究の取 り組み

～柳川ソーラーボー ト大会に参加して～

高知県立須崎工業高等学校

造船科 木下裕次郎
はじめに

本校造船科では、特色を活かしたものづくりを行い、船の魅力を生徒達に伝えている。

これまで須崎市へ寄贈した ドラゴンカヌーをはじめ、人カボー トの製作やクリアカヌー

の製作および寄贈などがある。近年では、ソーラーボー トに携わっており、本科では、

6隻の建造実績がある。

日本国内では、滋賀県琵琶湖や愛知県碧南市、そして福岡県柳川市でソーラーボー ト

大会が開催されている。本科は、柳川市で開催されている「柳川ソーラーボー ト大会」

に 1998年 より6度参加しており、 2011年 に周回レース学生の部で初優勝を飾っ
た。今年度も柳川ソーラーボー ト大会へ参加 し、優勝を目指すとともに、他校との交流

から、船の知識や建造方法について意見交換等も行い、今後の活動に繋げたいと考え、

課題研究でソーラーボー トの製作および改良を実施することとした。

昨年度までの課題として、過大な電流を使用するという点であり、今年度の活動は、

電流を下げるため、プロペラの修正および減速比の調整を行つた。

課題点と改善への取り組み

既存のボー ト (2011年 製作・ 2012年 艇の改良のSukoⅡ 、 2012年 製作
SukoⅢ )の改良等は昨年度までに実施し、軽量化等を達成できた。そこで今年度は、
上述したようにプロペラを含む駆動系の改良を行 うことにした。他チームには、プロペ

ラをアルミやカーボンの材質にしているボー トもあり、電流値を下げる面で非常に有効

である。自艇のプロペラはステンレス材のため、重量が重く、電流値に影響があると考

えた。問題解決として、既存のプロペラの重量を下げるために翼の厚みを薄くすること

や翼のピッチの修正を施し (写真 1)、 最大電流値を60A程 度まで落とすことを目標に
した。日標電流を60Aと したのは、これまでの経験や他チームの情報から、ソーラー
ボー ト大会で上位を狙える電流値と考えた結

果である。

試走では、速力・電流量のデータを集め、

速力 10knOtを 超える条件で、最適なプ
ロペラピッチ・ダイヤ、減速比を選考した。

なお、データは次年度以降の新たなプロペラ

製作に活用できる。

試走で速力・電流値・減速比を調査したも

のを一部表 1にまとめた。 10knotを 超
える速力では、 65Aを 切ることができなか
つた。これについては、次年度以降の課題と

する。

写真 1.プ ロペラピッチの計沢1中
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表 試走結果

減速比 ピッチ(mm) 直径 (mm) 電流 (A) 速力 (knot)

231 270 250 70 104

231 230 245 75 95

238 475 255 78 114

238 270 250 65 105

238 230 260 60 92

3 柳川 ソーラーボー ト大会へ参加

ll川 ソーラーボー ト大会は今年で 18回 日を迎えた.11午 40を超える参加数があり、

11本国内の大会で最 も規模の大きいた,の ある.本校は、今年度で 7度 日の参加 となる.

競技は 1 0LJ大会まで 3種 日あつたが、11回 大会より 1つ減の 2 TF日 となつている.

周約 3 1 kinの掘吉」を航 とし、タイユ、を競 う「周 日|レース」と 1 5 0rnの 間に設置

された 10個のブイを縫 う「スラロームコンテス トーだ

大会は 8月 3、 4日 に開催 され、参加チーム |ま 企業や大学の 一般の部で 15チーム、
工業高校や高専の学生の部で 27チーユ、であつた.
3日 の午前中に船体検査、午後から周回 レース 予選を行つた。本校の Suk()■ |ま学

生 3位 、 S tl k o皿 は予選 6位の結果となり、翌 日の |」 同 レース決勝ヘコマを進めるこ

とができた,な お、最 1喜 ■ヽ速での使用電流は 70Aで あ り、予定 .tり 1)大 きな電流を使

用 したこととなる.li国 の つ として、練習場とレース会場の水質の比重の違い t)考え

られ、次年度の練習の際に考慮 しなければなら,ない.競技等以外の H寺間で |ま、各々が担

当する整備を実施 し、競技オヽの調整を行った.

翌 日4日 は、午前中 (■ スラロームコンテス トが実施 された,午後からは
'司

回 レースの

決勝が予定されていたが、スラロー′、コンテスト終 了後から吉雨に覆われ、 F‐l口 |レ ー ス

の決勝は「1止 となった.

スラロームコンテス トの歴代記録は、ヤンマー造船チームが上位 (1～ 7位、 8位以

降は資料不足のため末Hll)を すべて独占していた.学生の部の記録は、 2001年 に佐

L保 高等専門学校が出した 33秒 42で ある.最近では、佐賀県立鳥栖 [業高等学校が

34秒台を続け、学生の部で優勝 している=(表 2)

レースは、先に Suko■ が レー スに挑んだ.バ ッテ リーとモーターを直接接lLす る
~直
結回路 Jで走り、記録 |ま 29秒 15、

幸先良く学生記録を更新することができ

た。 SukoⅢ も同様に、「直結卜JI路」で
レースに挑み、巧みに船体を操 り (写 真

2)、 学生記録を更に更新 し、28秒 10

で学生の部優勝 となった。 (表 3)な お、
一般の部 11連覇を成 し遂げたヤンマー

造船チームの・L録 28秒 45を 破 り、
般・学生の部含めても、 S u k OIΠ の記

録 |ま墜代 3位 となった.け(■ )
写真 2 スラローユ、コンテス トの様子



表 2 2012イ
「
までの学生歴代記録

順位 チーム タイム 大会年

1位 佐世保高等専門学校 33秒42 2001年

2位 佐賀県立鳥栖工業高校 34秒 53 2012年

3位 佐賀県立鳥栖工業高校 34秒 55 2010年

4位 佐賀県立鳥栖工業高校 34秒 68 2012年

5位 山口県立青嶺高校 34秒 75 2010年

表 3 スラロームコンテス ト結呆

表 4 スラロームコンテス ト歴代記録 (一般・学生含む )
順位 チーム タイム

1位 ヤンマー造船 25秒 37

2位 ヤンマー造船 27秒 60

3位 SukoⅢ 28秒 10

4位 ヤンマー造船 28秒 15

5位 ヤンマー造船 28秒 48

4 活動を通 じて
「柳川ソーラーボーート大会で優勝するJを 目標に、生徒と共に日々の製作活 ellに取 りTll
んだ.力

'1の
f./量 子とを果たした Sukて,](船 体成形法′|′ キ`ュー′、インフ‐―ジョンで

製作)で参加 した 2011年 大会で、初めて同 口|レース学生の部で優勝を果たしたが、
多くの課題が残 り、以「卜の活動を継続 してきた 自lllは 、使用電流が,L人 であることが
欠点で、その課題をi服するただ,に 、駆 lll系 の改良に時間をかけてきた しか し、 標
の電流値にはまだ逮 してお らず、今後のil動 で検亨ヽ|し な |十ォlばならない:た だ、今年の

結果は、スラロームコ :´ テス ト学生の‖:で優勝・4t優勝、そ して 一般の剖:優勝ン1記録を

破るといった史上初の成果は胸を張る (ぅ の であつた。 これは、4L徒の熱心なiI動 があっ

てこそご,1,の た=そオtぞれ 1/,イそ告1を 与えたこと こ、責(■感を1li t)ム
`●

llで きたと感 し、 [

業技術者 、́の成1=が伺えた.ま た、この成果が認めこ)れ、須 l」市長特りl長や文教 文化牛|
別賞、りJ童生 ltソ(彰 を受賞 され、生徒 lt J「 常に秦 I青 らしい員す産を1+る こ七ができた, ■

の活 rll lま次年度以降 t)継続 し、11`L育成に努めた 0ヽ .

順位 チーム タイム 備考

1位 SukoⅢ 28秒 10 学生の部優勝

2位 ヤンマー造船 28秒 48 一般の部優勝

3位 Suko Ⅱ 29秒 15 学生の部準優勝

4位 NG∨ 30秒 03 一般の部準優勝

5位 チーム荒巻 30秒 40 一般の部 3位

6位 長崎総科大学 30秒 91 一般の部4位

7位 ハリビボーイズⅣ 32秒 40 一般の部 5位

8位 鳥栖工業高校 34秒 15 学生の部3位
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龍踊 リロボッ ト列車

(も のづくりの集大成と

製作

して)

機械システム科 講師 荒木栄 ‐郎

はじめに

明治 5年、新橋～横浜問で日本初の鉄道が開通 したことは歴史で学んで知っている

が、しか し、実際に日本で最 ,」に白い蒸気を吹き Lげながらネ気機関車がたったのは、

長崎だつたことを知る人は少ない。

歴史に興味があって市内を散策 しているとき、大浦海岸通りに偶然、『我が国鉄道

発祥の地跡』という記念碑を見つけのが鉄道にのめり込む始発駅でした。それ以来、

鉄道の技術を調べ、列車模型を作って 30年。「トーマス号Jか ら始まり、「0系新幹
線 J、 「N700系 新幹線」と製作してきた。今回の「龍踊ロボット列車Jで 4代 Hと
なる.'」代の 「トーマスリ」が 30年の役日を果たし退役したので、その後継列車と
なった。長崎といえば青ヒ踊り、電子機 IIt科電 r機械コースといえばロボットというこ

とで、車輪や台車などのものづくり、青E踊 リロボット市1御 を取り人れて列車模型を製

作しました。

2 線路の研究
レールとレールの内側の幅のことを「ゲージJと 呼び、国内で t)数種類のゲージが

採用されているが、もつとも 般的な t)の は」R在来線の 1, 067mmで ある。も
ちろん JR長崎本線も1, 067mmで ある. 本来、ゲージは大きい方が安定性が
よく高速性能 1)高 いので、海外では 「標準軌」と呼ばれる 1,435mmが 多い。

日本では高速鉄道の新幹線がこのゲージを採用している.

今回、鉄道模型として製作するに当たり、長崎市民の足である長崎路面電申:の軌道

(1, 435mm)の 1/10(143 51n m)と することにしました。

1)線路の設計
人波 1卜 の中島川沿いに展示 してある昔、国鉄 (現在 JR)
で使われていた (D51)の 動輪

直径が 1 8mと 大きく、車軸と中:輪や レールと接する
タイヤ部と申:輪も 「やきばめJして固定 している。当時
の加Jl技術の高さが偲ばれる。

列車の車軸は、左右の申:輪を貫いて結んだ構造とな

つている。 これ |ま構造的にはシンブルであるが、直線

はうまくたることが出来るが、カーブをrllが るときは、

「カープの内側と外側で発生する回転差を吸収できな
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いJと いう大きな問題′像を抱えている.夕 J車の車輪はこの問題を、車輪面の傾斜 とカ

ーブ軌道を広げる (ス ラック)と いう方法で解決 しています.           ―

半径が 2mと 小さいこともあり、路面電申:が採用 している台車の中心部にベアリン

グを用いて草体に対してい転の自由度をもたせた台車 (ボギー台申1)を用いることに

より、長い車体の走行安定性を向上させることができました。

2)線路の製作
今回製作 した線路の幅 (ゲージ)は路面電車のゲージの 10分 の 1と し、実際の線

路に使われている図のような I型鋼は経費やカロ「1の 面から採用できないので、学校で

人手し製作できる 20mmの 角ノ`イブをレールとしてイ吏用 しました,カ ーブ半径は鉄

道模型として走行できる最小半径である 2 rnと しました。全長 |ま実習棟の間を走るこ

とを想定 して全周 30mと しました、カープの部分は、高・l切断機で 20mm間 隔に

溝 (ス リット)を入れ、カーブゲージにより成形 し、それを溶接するとい う気の遠 く

なる作業を行つて完成させました。

中:輪 とレールに働く力 (粘着力))

鉄レール上を鉄車輪で走行することは転がり抵抗が小さく、鉄道は省エネの乗り物

といえます.鉄 中:輪、鉄レールの使用は、この抵抗が小さいという長所の裏腹で滑り

やすいという宿命を負っていいます.鉄道の車輪の接地面積は切手の 1/4程度とい
わオしていまう,

このように鉄が硬く接地面積が小さいことが滑りやすい理由です. ll輪 とレール問

の接触部分に働く前後の力を粘着力といいますが、車両が走る基本は「粘着力」と言

って 1)過言ではありません.こ の l「看力が低 ドすると空転・滑走を起こす恐れがあり

ます.

製作に当たつては、空転・脱線が起きないように、重′とヽを駆動輪になるようにし、

かつ、革体全体の重量も駆動輪に集 ]するように設計しました。蒸気l‐2関草の重量が

大きいのはそのような理 lllが あって重量物になつているそうです。

線路のカーブ製作 線路に枕木を取付ける前:分の仕上げ
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ボギー台中:の lL立 て11業 をしているところ

2 龍踊 リロボット部
1)ロ ボットの概要

機械システ′、料電 r ttllコ ースで学習 しているロボ ットを長崎に規 しみのある青E踊

りで表現 しようと企画製作 しました.ロ ボ ットの分類からすると工 (月 )に 自由度 1

の直角l■
~標
ロボットと、頭に自山度 2の「 l筒座標ロボットで青Eの動きを衣TqLさ せます.

動力源は動き回れるようにDC12V自 動車用バッテ リーを使用しています.詢1御 |ま
シーケンサ (PLC)で 行っています .

ロボット (月 )外観図

シーケンス制1御機器

シーケンサ (PLC):FXlN-32MR
開発ソフ ト :「 XGPWIN
アクチュエータ :12V直 流ギア ドモータ
駆動方 向変換 :ラ ックとビニオン

センサ :光センサ、マイクロセンサー

2)

「]筒 ll標 ロボットl・/1記 号

(1質υ)動 1乍 )

口,ド ット (頭 )クトi見 ●
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5 お わ り(■
「もの づ́く り|まネ陛率売と移晨■こ′心J といわ才tろ が、 よく も1, 0年チ祭り も£失i重 11111こ こデビ

わってやってきた t)の だと自分なから感心 しています, Sl´ を調べれば しこ,べ うほ ど古

の鉄道技術の 1高 さと人間くささが味わえる t,の です .

今回、一番苦労したところは、線路の製作です:線路の製作時期が夏に″かってしま

い、猛署の中,溶接の防具をつけての作業は困難を極めました.機械加工の 0 1111m

の精度はわりと簡単加工できますが、構造 1カ (10m単 位)の 1lnmの精度をださない

と脱線するという厳 しいものがありました。どこかの JRが脱線 して騒いでいましたが、
鉄道が人命をlIか る一番の急所であると思っていますので、繰 り返 しくりかえし試運転

をして完成させました。

浜町ベルナー ト観光通 りで開

催さた 「(,のづくリフェスタ J

に参カロし 長上のものづくりの P

Rに一役買つたものと思って

います.長 1時観光に来たとい う

親子連れの観光客に龍踊 り列

車に乗 り長崎の一番の楽 しい

思い出になりましたのとの

言でいままでの苫労が吹つ

飛んだ思いて した。 250名 の乗車があった 「音E踊 リロホット列車 J
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平成 25年度山口県溶接競技大会に参加 して

山 県立下間中央工業高等学校

造船コース  高 槻 雄  一

1 はじめに

今年度〈,山 口県溶接競技大会に本校より 3年生松本貴博君が参加 した。この生徒は、昨年度 も

出場 し 2年連続の出場である.Ill年度は、第 6位であつたので、今年度はさらに L位を狙い、練

習を積んで大会に臨んだので報告します.

2 溶接競技大会の目的
工業機械系学科に学ぶ高校生が、平素の学習成果の発表の場 として、ものづくりの本質となる

溶接の基礎・基本の能力を競 う競技大会に出場することにおいて、将来、産業現場を支える拾1造

性彗かな技術者としての資質向上を目指す。

3  実施 日

|`二成 25年 7月 20[](土 )
4 会場

山口県立東部高等産業技術学校 (周 南市)

5 主催

中国地区高等学校工業教育研究会

」口県 li業教育研究会

6 参加校、参加人数
141交、 29名

7 競技手順

下の課題図のとお り下向き水平すみ内溶接 l li面溶接)1層  2層仕上げ.

母材 |ま 般構造用圧延flltt S S 4 0 0.

競技時間は40分 .
外観検査、ィく安全行為のチェックシー トによる減点の 2点からの得点珈|

本校生徒の取 り組み、スケジュール

・週 31 放課後 1時間練習(サ ッカー部であるため、溶接の練習時間

“

イ呆が困難)

4月  基礎棟習
-12-



5月  1層 仕 LIず月却長 6mmに なるよう、電流値の調整、アークの安定、溶接スビー ドを注意

し練習.

6月  2層 3バ ス仕 Lげ 9mmに なるよう練習.
7月  大会 2週間前から本番を想定 し、練習‐

9 大会結果

松本貴博 第 4位

卜位の生徒は、松本君司様昨年度も出場しており、得点がアップしている。

松本君も昨年1質より得ギまアップし、順位も向上した.(口十年であれば優勝得点)

10 大会lrl景

11 生徒感想

2年 日ということt,あ り、緊張はしたが、練習の時と lllじ ように、平常心で対応することがで

きた。また、完成した作品を見ると、ビー ドが昨年より良い状態であり、技術が向 11したことに

喜びを感じた。

12 指導教諭感想

昨年の結果を分析し質の向上に心がけた.特に始l品部の状態、ヒー ド継ぎ部の状態、2層 3バ

スの脚長が出るようtL流 とスピー ドの調整に気を配つた。結果は、4位ではあったが優良賞をい

ただくことができた.

△
ロ
ユ副

順
位

持
ち
点
　
　
一時

ビ

ー

ト

の

波

型

ス

ラ

グ

の

捲

き

込

み

ア

ン

グ

ー

カ

ツ

ト

オ

ー

バ

ー

ラ

ツ

フ

始

端

部

の

状

況

ビ

ー

ト

継

ぎ

部

の

状

況

終

端

部

の

状

況

,|

掃

加
占・　　　　一　嫌

１

層

盛

２

層

盛

A I丼 年 2位 | 1   1 4575 -0251  0 -1 0 -1 0 0 1
―i  1  0 0 10

BI昨 年4● , 2  ‐ 4225 -175   0 -1 0 -2 0     0 -1 -1 0 0 9

15   -2 -1 0 1 0 -15 1 0 0 -1 9

下震中央工業

松本 貴博 4 39フ 5 -125  -1 -1 0 1 0 0 1 -2 0 -1 8

昨年度 1位 1 395 0     0 -2 .  0 0 0 -05 2 -2 0 10

は評囃膵
40 -051-2 -0351  0 0 0 -3 3 -2 0 0 9
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ジャパン マリンユナイテッドいに入社して

ジャバン マ リンユナイテッド中′1静業所

松尾 幸義 (平成 23年度卒)

私がジャバン マ リンユナイテッド中津事業所に

入社して 3年 日になります。

入社 して 3ヶ 月間 |ま研修期間でいろいろなことを

勉 Jiし ました。主な研修内容は、アーク溶接、CO

2溶接、カス切断で現場に出て必要となる技能 と資

格を取得 しました。また、研修中には山登 りや 自衛

隊研修等 1)あ り、同期の仲間と 緒に学びながに,コ

ミュニケーションを取ることができ楽しかったです。
√ ‐

 ニ

研修期「Hlが終オつり、私は艤装部 n義装ェ事グループの青加 i職に配属されました。イ:事内容は

船に艤装される配管を製作するイ:事で、最も ffKの小さい極小管組 立とい うイ:+:|こ 付きまし

た。 グール ド図と呼ばれる図面に従いバイブにフランジやスリーブ等の金物を取 り付けた り、

バイブ倶1面に穴を加上し枝管を取 り付けたりもします,フ ランジのボル ト穴には振 り角度が指

定されているのですが、その角度を算出する計算が難 しく最初は分からなくて苦労 しました。

また、研修中には使ったことのないティク溶接を使用するため、慣ね.る までは大変で した。

安全に関する教育 もしつか りしてお り、研修期間が終わり現場へ配属された後も、安全教育

が続けられます.特 に危険予知 予防で |ま、毎 日、朝 と昼の始業前 ミーティングでその日の作業

で災害を起こさない様、自分 自身が実行する危険 チ女ロー予防の内容をみんなの前で宣言し、その

内容について先輩からア ドバイスを貰っています。また職場の安全バ トロールにも 1年間毎ト

参加 し、安全に対する感受性を鍛えられ ました。バ トロールで現場へ行くと、自分の製作 した

バイプが取 り付けされていて仕事のや りがいも感 じます。

私生活では新築の会社の独身寮に入つていま

す.設備 も整っていて快適ですが、食事は自炊

となってお り、両親 (特に母親 )σ )あ りがたみ

を感 じます。

最後になりますが後輩達に一言。社会人にな

つたらコミュニケーションがとても人事です .

社会に出てから因らない様、普段から先生方や

司井|の ノブとのコミュニケーションを人事に して

,張 つて下さい。
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中谷造船に入社して

中谷造llm株式会社

中山 亮 (平成 23年度卒)

軍、が Ll・ 答造船株式会社に入社して 2年 目の今 も

| ・々L実 した気持ちでlllいています1

人社 した頃は、鉄上の現場で船のプロックの組

み立てから教わりました。最初の頃はどうすれば

いいのか解らず、先輩の言われるがまま作業をし

ていましたが、それではいけないと感 じ、先輩達

二質llを して同じ間違えをしないようにしました.

ですが ひと月ほどで人員 :下 足√)ために違 う職場
に具E llと なりました,

次の職場は、1か内部の機具の台庄から手す りなど、多種なサブ取 り付け作業をするとこ

とでした。幸い前の作業で教わつた事は無駄で |まありませんでしたが、それ以外の事はま

たゼロからのスクー トでした.古労しましたが、前の LF]に 「お前なら大丈夫だ、がんば

つて学んでこい !Jと 言われていたので、気合を入れ直し作業に打ち込みました。しか し

、真夏の猛暑の中、■,勺 での作業により、無様な事に体調を崩して■日程宴込む事になっ

てしよつたtlです 上司は「気にしてない今テリヽら取 り返せよJと 言つてくれましたが、私
は自己管理が 1「かつたと、自分に嫌気が差 しました=そ の様子を上,1が 見て

「これ以上俺

に迷惑をかけるなよJと 言われ、モ)う 迷惑をかけてはいけないと思い、すく気を人れ直 し

作業に集中しました。そ して、ようやくこの職場に慣れて来たと思った LH、 今度は 1)う 大

丈夫だとの事で、前の上司の職場に異動 しました。今度は巨大ブロックの組み立てと、作

業内容が 180度 入れ変わりましたが、知った人達のおかげですくJ貰れることが出来まし
た。 しかし、常i年明 すに再び異動し、検査を行 うIF業がまるで違 う場所に移されました。
検査の仕事は、/ヽ イフ・プロック・タンクの空気・水漏れを つ 一つ検査水をかけてチ
ェック十ろ作業ですが、今までの鉄Iの ||:+よ りも忍耐力が

`ビ
要でした」1亡 しい時 |コま、

ほぼ休みなく毎日PM10:00ま で残業ということが一ヶ月続いた時モ,あ りましたが、

検査した船の進水に船の上で立ち会つた時、自

分もこの瞬間に貢献していると思 うと、こオti

で疲労感が吹き飛んでいき、とて t)感動 しま ヒ́

た。

今は、また前の L,サの下に戻り、今まで学ん

だ技術を活かして日々精進 と充実と共に

'過

ゴ L

ています,造船所は今、若手が不足しているσ,

で、もし就職するなら,、 辞めたりせずにがん lt

つてください。そ うすれば必 ギ充実した日々を過こ―せるようになります。一緒に 1世界に役

立つ船を造 りましょう.
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在校生へのメッセージ

今治造船株式会社丸亀事業本部

安全管理チーム

森部 晃幸 (H4年度卒)

10月 末の出張明けに出社し不在の問、溜まった数百件の

メールチェックをしていると見慣れない送信先から 1通のメ

ールが.母校からのメールで本会誌の在校生に対するメッセ

ージを書いてほしいと言う依頼,

早速、その会誌を PCで調べて見ると寄稿されていろ皆さ

ん若い… 又、最近卒業した方ばかり…

私は、既に入社 20年を経過した『おつさん』であり、縁
あって今治造船にお世話になってお りますが造船科を卒業した者で 1)無 く、C丁重にお断

りする ②造船科卒のかわいい後輩達にお願い (命 令)す るつ 1)り でいましたが、先生か

らお電ilを 頂戴し、お断わりを入れては見るものの、引き受ける事となりました.

私が今治造船に人社する事になった経緯 |ま、在学中に 「ある部活Jに ll属 してお り、顧

間は全て造船科の先生、「お前の性格は造船所に句いているから造船所に入れJの 一言でし

た。今、振 り返るといつたいどんな1■格なんだ ?と 思いつつ、船の知識 |ま全く無い Jソt態の

まま、今 7n‐造船に入社する事ができ、私の社会人生活はスター トしました ,

入社 して待ち受けていたものは、新入社員研修に始まり現場研修、今では当たり前の景

色となっていますが何をするにも物がデカイ !右 1)左 も解らない造船現場、それはそれは

強面 (コ ワモテ)1前 tヽの 1男 の世界」でありました,入社後、T_rは 、組立チームに配属さ

れ、主な業務は、溶接作業となり、その後、上掛配材等、上 Hl・ 先輩の下で実務作業を多々

経験 しました。

その後、数年経過 し構内協力事業所の担当者となり :程管理・検査等の業務に就くこと

になり、この時の経験は自分の中では非常に財産となってお り、特に仕事を上手く進める

為には、「連絡調整_「仕事の先読み」、常日頃からの人間関係の重要性を強く認識する事と

なりました.

現在私は、安全管理チーム、チーム長に拝命され、チーム内の仲間違と共に現場巡回、

教育指導等、 lll場における安全衛生管 J里活動に日々、従事しています.構内で |ま、毎日約

2000人 超の方々が働いていますが、造■ヽ現場は、他の産業 と比べて t)「 人の手Jに よ

る作業が大半を占めてお り多くの作業を「1動化する事が出来ません。各製造現場では、造

惜業 1)含み、ちょつとした ミス、気の緩みが命取 りとなる事t)事実です. しかし、危険で

ちるからこそ守るべきルールが有 り、取決め事項、約束事 l‐が存在 しています.最近発生
■る事故の殆 どは、ヒューマンエラーによる人的災害・行動災官による t)のばか りです .

1自 身、 .1去に重大災害の対応にあたり、非常に苦い経験をした事もあります .
~戦
、元気に出社してきた仲間を無事家に帰す J

■たり前の事ですが、それが出来なかった方、又、残されたご家耀 ,見てきました.



直接船の7t造に携わる部署では有りませんが現場で実作業を行なうHl僚並びに協力上√)従

業員の皆さんを毎日、無 ドに家に帰す必要がある訳ですから当然、我々の部暑は、常に規

律に厳しく、その長である私は、現場では特に『 うるさtヽ祝父Jと なっています.
会社 トッフの安全衛生に対する意識・要求 t,,F常 に高く、訳も解らず私がお叱りを受け

る事 t,少なからずありますが常に後押 しを

“

き、工場内における様々な基準、ルールをllt

り決める立場に 1,あ り、日々、造り甲斐を感じて仕事に取細ス′でいます.

最後になりますが、私が右手に教育を行なう際は、最初に『あいさつ』の重要性を教え

ています.良 い仕事をする為に|ま、又、良いノ、間関係を構築する為には、やはり挨拶が最
1)重要であると考えています. 日常11活でも勿論ですが、 `|こ)進んで挨抄、声掛けを行な

う事できっと良い社会人生活を送る事 |ま可能であると思います.こ れは、造n合業界におけ

る一般的な挨拶の言tFtです。

それで|ま皆さん、『ご安全に 1』

以 |
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尾道造船に入社して

FLi菫造■`株式会|:

辻田望己(平 llt 2 1 113月 卒)

私 |ま Ft道造 llH I二人社 して2年 Lになります。人

社 して3ケ 月は集合研修にて他割;署や TRL場 llT修 、

社会人としてのマナーを勉強 しました。3ヶ 月の

■「修期間が終わり、私は船殻設計課生l■設計グ、

ルー 7・に西ピ属になりました。主な仕事として現

図作業をしています。現図作業では、■1事用線

図の作成や Cヽデー タの作成、山 |デ型作成、マー

ク関係の資料作成などを行いますが、私が現在

担当していろのは[)|に Cヽテータ♂)作「ltです  L流設計にて作られた構造図ヤエ作図を基に
GRADE/肛 LLと い うシステムを利用 して3Dモデルを1占築 し、自

`材

一月]■占を・F面状に民 l・●|し 、
l・DI析機用の cヽデータを作成 しています.ま た、そねらのデータに組立てを行いやすくする

んのカロエAI青報やマーキンをi「T加 してり]凶 i要領図として現場に配布 しています また、板だ
けでなく形鋼 も Cヽ切断機やロボットで加 l:してお りそれらの Cヽデーータ tっ イ41人 しています .

しか しながら、図由il■ 2次元の情報 しかなく、自分で3次元 lJに、物がとυ,よ うに取り付 |す

られるかを考え、部材を展開しなければいけませ■  展開は
'日

識 と経験が―∠、要ですが、私

にはどちらと 1,足 りていないのでJデ くベテランt/方 々から技‖子をイ:みたいと思います 最
近、高校生のときに 1)う 少 し頑張っていたら良かったなと思 うことがあります。それは語

常力ですt作った船の諸1生能を確認するた Vうの海 ■テス トに行くことがあ |)ます. この,毎
上テス トは朝の会議から英語で行 1つれ、申た督と「1常会話をするに tJ英語を使います。 し力ヽ
し、「1分の語学力だと聞き取るの t,itし く、自分から話 しかけるだけの語学力 1)")り ませ

んでした。せっかく様々な Jの話を聞ける機会が 1,っ ために、lp t,話せず悔 しくJどい 、 1,

つと英語を勉強 しておけば良かったと思いました 今で |す会社で行われている英会話教室
1こ千責1収白勺に参力日し

~〔
:ク し
‐
■,,会 言舌

‐
〔きるよう(こ努力し

~ご
いま ,~:

最後にこれから就職する″、就職を考えている方、会社に入ると良いことばかりではあ

いませた 何かと自分の者Fr、通 りにならない こと t,多 々あります, それ ら,71問題と 11手 く
付き合っていかないとい |す ませんが、そのときは,司 りの人たちと上手くコミュニケーショ

ンをとり、 ll l題 を角ギ|た してヽヽくしか力、り

まI「ん,そのために1)学校の勉強だけで

なく、イL儀やマナー、言葉遣いや|,:ナ ,t,

大事にしなければなりません.挨 |`や 言
葉遣い|まそのときだけ気をつけようと思

つて 1)なかなかいirゥ ないので普段から意

・
‐
tt´てみると今後に生かしていけると思

うので、Ⅲ張つてみ〔ください
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株式会社 大島造船所
河 lbl拓己 (平成 23年度卒 )

flは大島造船所に人社して2年 目になりま
す。当初私は技術職 (設計職 )と して人社 したの

ですが、会社の方針で新入社員は技af職・技能

職関係なく1午間の現場実習を経て職場に配属

されることになりました。 1年間の現場実習の

中で、技術職の私 1)現場作業の過酷さ、安全作

業の大 Lnさ を知ることができ、いい経験になり

ました。また、単にTHL場作業を体験 したという

事だけではなく、現場の人と顔見―「lり になると

いう意味で 1)現場実習 |ま有意義な t)のだったと思います. 1年間の現場実習が終 了し、私

|ま設計音Fの In・造設計課・基本構造グループに配属となりました。技lf職の新入社員は配属

されてはじめの 2ヶ 月は設計研修として自分の所属課だけでなく、他課の仕事内容、船の

基本力1識、大島造船所の方r十などを学習 しました。設計研修終了後の現在は、エンジンル

ームにおける構造隊を L司の方に様々なことを教わりながら作成 しています。私は図面を

書き始めてからまだ日1)浅 く、船について 1)、 図面の

書き方について t,分からないことが多く、失敗 も多々

ありますが、優 しい先輩方のフォロー t,あ り、少しず

つではありますが、船の設計についての■識を深めて

います。これか t,も 日々勉強 して、 1日 でも早く 人
前の設計者になりたいと思います.

私が今まで仕事をしてきた「|で大事だと思つている

事を 2つ述べます. 1つ 日|ま、職場で気軽に話せる先

輩、でま上司を見つけるという事です。仕事で分からないことや、困った時には相談に乗

つてくれる人が 1人いるだけで、仕事で不安になることもなく、職場も楽 しくなると思い

ます.なので、今の仕事を早く覚えて、将来、自分 1)周 Flか ら信頼される人になりたいと

思います.2つ 日は、何事にも前向きな気持ちで取 り組むということです。そのために|ま、
仕事で失敗 しても、落ち込んだり、イ(安にならず、「自分ならできるJと いう自信を持ち、

良 tヽ意味で 「開き貞るJこ とも大切です .失敗や困難にめげずに、明るく・熱心に仕事を

進める姿を見れば周卜|の 人 |ま 「この人に仕事を任せよう」という気持ちにもなっていくと

思います
‐

最後に、今就職を考えている方、会社に入ってしばらくは失敗続きの毎日になるかもし

れません。 しかしそこで 「なぜできないのだろうJと いう考えをもたず、 「今できないの
は当たり肖行、これからできるようになろうJと いう考えをもつことで、自分「1身を大きく

成長させることができ/~と 思います
=

大島造船所に入社して
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章楼 名・科名・コー ス 一Ｔ 所在地
「
EI´・I=AX・ E―mal 会 員 名

高知県立

須崎「[業高等学校

造ll.科

785-8533
高知県須崎市

多ノ郷和佐円

甲4167-3

′
I｀1]L

(0889)12-1861
1TAX
(0889)42-1715
E― ma‖
sus.■kikogyou― h

@kochinet cd jp

校長 佐々木 菊雄

科 長 西山 1占一

職員 松本 勝

″ 山1膚 桂

′′ 田村 東志行

′′ 徳 弓J、 叙裕

′′ 木 ド 裕次郎

長崎県立

長崎工業高等学校

機械システム科

造船コース
1電子機械コース)

852-8052
長崎県長崎市

岩屋41番22号

「
EL
(09D8560115
FAⅨ
⑩95)856-0117
E― nlail
nozaki5086@
news od jp

校 長 田原 章吾

コース長 野崎 慎一郎

職 員 上野 哲人

〃 松瀬 正人

′′ 平田 勝治

〃 出中 基樹

′′ 荒木栄一郎

′′ 松尾 知弘

′′ 宮山キ 貴久

′′ 徳永 大lll

山 1県立
て間中央工業高等学

校

機械・造船科

造船コース

751-0826
山口県 ド関市

後田町4251

ω802234117
Fだ(
ω8つ2234117
E― mail
matsuda sou」
tt ys112 1 jp

校 長 上田 晃久

コース長 松田 壮司

職 員 高槻 雄

′′ 国弘  誠
′′ 舛富 正視

′′ 坂田 収

′′ 木本 嘉津則l

学 校  一 覧     (H25)
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全国工業高等学校造船教育研究会の歩み (抜粋)

年月日            事           項

「Π千日

346   中Ll五県工業教育研究集会の機械部会に造船分科会を特設し、全FT的な集会とする
ことになる.

34821  中国五県 :業教育研究集会 於山口県立宇祠;工業高校・林兼造船クラブ
～23  参加校 13校

あっせん校  ド開幡生工業高等学校 (校長 :岡本喜作、造llH科長 :高橋正治)
0全国工業高等学校造llH教育研究会 (仮称)の発足
②昭和 34年度 会 長 松井 ヴ1(市 立神戸工業 1自等学校長)
″    当番校 市■:神戸工業高等学校

34113  全国工業虐i等学校造船教育 l■究会発足 加盟校 17校
35331  第 1回総会 於神戸市垂水 教育研修場臨海荘
3587  第 2回総会 於熱海市来の官 日本鋼管寮
3687  第 3回総会 於広島県大崎高等学校  ヽ
3786  第 4回総会 於伊勢市内宮如雪苑 鳥羽市観光センター
38720  会誌 1号発行
38726  役員会 (り 1府市 紫雲 11)
～ 29  第 5回総会・協議会・OF究会 (於別府市 紫雲荘 当番校 :佐伯高等学校 )
39820  第 6回総会・協議会・llll究会 (於徳島市J百 山■ )
1082  第 7回総会・協議会・研究会 (於釜石海人会館 )

(中 略 )

11t

1682  第 44回総会並びに研究協議会
～ 4  実技講習会 「三菱重工業味長崎造■ヽ PFT、 出大島造船所見学 J

於長崎市

1729  役員会
於広島市 1東方 2001J

17725  第 45回総会並びに研究協議会
ヽ 26  於長崎市
18224  役員会 於 ド関中央工業高等学校

事 F●局 長崎■1業高校よリド関中央工業高校に移る
1881  第 46回総会並びに研究協議会
～ 2  於 ド関市 「東京第一ホテル下 FTH」
19820  第 47い 1総会並びに研究協議会
～ 21  於 ド関市 「東京第一ホテル下関J
20220  役員会
～21  於 下関中央工業高等学校
20728  第 48回総会並びに研究協議会
～29  於下関市 「東京第一ホテル ド関 J
21820  第 49口総会並びに

'F究

協議会
～ 21  於下関市 「東京第 ホテル ド関J
22126  役員会
～27  於 ドF‐R中央工業高等学校
2241  事務局 下間中央 Tl業高校から須崎工業高校に移る
22729  第 50回給会並びに研究協議会
ヽ30  於須崎市 「須崎市民文化会館 J
23727  第 51回総会並びに研究協議会
～ 28  於lt道 市 「内海道船株式会社 J
24726  第 52口 1総会並びに研究協議会
～ 27  於須崎市 「須崎市民文化会館」
2241  事務局 須崎工業高校から長崎 :業高校に移る
2さ 725  第 53回総会並びに研究協議会
～ 26  於長崎市 「長崎工業高校 J
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全国工業高等学校造船教育研究会規約

1 本会は、全国工業高等学校造船教育研究会 (以 ド本会という)と 称する.
2 本会は、特に造 llH教育に関 して資料″)収集、作成並びに研究をなし、造船教育の充実振興を図る
ことを目的とする.

3 木会の会員はつぎのとお りとする。
(1)造船科並ひにこれに類する学科等を設置する高等学校の校長・教頭及び関係教職員。

(2)本会の趣旨に賛「Hし総会で認められたもの,

4 本会は次の役員をおく。
(1)会 長 1名  (2)副会長若千名
(3)理事 (事務局)若

「
名  (4)委 員若千名  (5)監事 2名

5 役員の任務は次の通 りとする.
(1)会  長 本会を代表し、会の運営にあたる。
(2)副会長 会長を補佐 し、会の運営にあたる。
(3)理 事 会長を補佐 し、すk務・会計の事務にあたる。
(4)委  員 各学校間の連絡にあたり、会の活動運営をたすける。
(5)監 事 会計の監査にあたる.
6 役員は総会においてitP出する.
7 役員の任期は、 1年 とし再任を妨げない。
8 木会には若「 の顧間をおく.
9 本会 |ま次の集会を行 う。
(1)総  会 原則として毎年 1同 これを開く.
(2)役 員会 必要に応 じて開く。
10 本会の収入は、次による。
(1)会 費年額 1校 15、 0001]J

(2)寄付金

(3)雑収入

11 本会の予算及び決算は、給会の 77t認を得るものとする。
12 本会の年度は 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わる。
13 本会の規約の変更は、総会の決議による。

(改正)RIl和 34年 H月 3日 発会当時の規約を、昭和 35年 3月 30日 、昭和 40年 8月 4日 、昭和 41年

7月 28日 、昭和 42イ |■ 7月 27日 、昭和 47年 7月 27日 、昭和 50年 7月 30日 、日
=和
51年 7月 28

日、

日ど和 55年 7月 26日 、昭和 56年 7月 23日 、昭和 60年 8月 2日 、平成 3年 7月 30日 、平成 11

年 7月 29日 、平成 17年 2月 10日 上記の通 り変更せるものである。

附則本規約は平成 17年 2月 10日 より施行する。
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全国工業高等学校造船教育研究会会長賞についての表彰規定

l lH7旨

全国 i業 1高■学校造船教育石‖究会に加盟している学校に在籍する
`11徒

を対象に在:学
'|ご
)物作りに

対する設計・ウl fi:・ 研究なしの成果を顕彰し、「 業教|,の
]原 で■,る 物 |「 11を奨

「
力十るとと:,に 、

造船教育の振り'しに寄与する

2 規定
(1)設計活 fl・ 製作活動・研究1舌動が頭著であり、かつノ、キカ・出席1りt況な Lを総合的11号ぼして、

当該校Jtが lTお した4L,t4r文」象とする

12)当 該校当「亥科・コース(=お ナろ個人2名以内 11する

13)卒業時に表彰状並びに籠責を授 l・する,

1111)

1成 6年 2月 7日 決定

「 成 9年 1月 18日 改正

|:成 17年 2月 10日 改 l■

全国工業高等学校造船教育研究会教育功労賞の表彰規定

: 宦旨

全国 i業清i等学校造船教育研究会の会員において、永 11;亡 |‖i教育の振興 (■ 為:り したことに対し本

二:■ ら感謝のどを1△め教育功労賞として表彰する t,の である
=

_  :三 .L

l 全匡上業高等学校造llm教育り「究会の会,こ Lし て在籍 tた |,の

2 全国工業高等学校造船教育研
`ヒ

会υ)会員として 10年以上在籍した 1っの

3 i些職する会長、会員は,量職年度の総会(1て表彰状並
`ナ

に伸賞を授 |プ 十ろ:転勤した会長、会員

二おいて(ま、転tll年度のた会|二て表彰状 lFび |[副 ltを十モ与十る.

■lt 20イ l'7月 29日 改正

平成 25年度役員

会  長 |」原 卓吾  (長崎県立長崎 i業 1軒年十佼校長 )
事 務 l il 長崎県 14長山:「 i業高竿 ●枝

事務局長 野崎慎 点5 (長崎県立長崎 Jl業高
'F.11カ

理  '卜  長崎県立長崎 1業高年学 1交  機 llllシ ステユ、千1(造 1liコ ース)教 lt
晏  ■  |1県 立 1間中央工業高等学校
生  事 高知県立須崎 工業高竿学校
i  事: 山 県 t卜 開 央工業高■学校
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造船関係企業紹介

今 治 造 船 株 式 会 社

岩 城 造 船 株 式 会 社

株 式 会 社 大 島 造 船 所

株 式 会 社 新 来 島 ど っ く

ジャパンマリンユナイテッド呉事業所

ジャパンマリンユナイテッド津事業所

常 石 造 船 株 式 会 社

長 崎 総 合 科 学 大 学

尾 道 造 船 株 式 会 社

栗 之 浦 ド ッ

株 式 会 社 三 和 ド ッ ク

幸 陽 船 渠 株 式 会 社

新 高 知 重 工 業 株 式 会 社

中 谷 造 船 株 式 会 社
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l⑥今治造

詳しくは

ホームベージで!
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本店 。工場 〒8572494長 崎県西海市大島町 1605 1 TEL 0959 34-2711(大代表)
FAX 0959-34-3006
httpl//www osy coip

(事務所)東京・大阪・福岡・長崎・佐世保・広島

大島造船所は、1973年 2月 、ダイゾー (旧

大阪造船所 )・ 住友商事・住友重機械工業の

三者の出資により設立された会社です。創業

以来、大型船舶の建造を中心として橋梁・各

種鋼構造物の製造・据え付け、施設農業分野

へ と事業の展開を図って参 りま した。本業

の、造船事業では、 3万 トンから 10万 トン
クラスのパラ積み貨物船を中心に建造 してお

り、『バルクの大島』として、世界中のお客

様からご愛顧いただいております。

また、地域振興事業にも力を入れ、『地域

と共に』発展する企業をモッ トーに、『特色

有る世界造船所』を目指 し、たゆまぬ努力を

続けています。

●多数隻連続建造体制を確立

大島工場は社員・協力社員合わせて約3.000

名。広大な敷地に、加工・小組立・大組立・

塗装・績装工場などがそれぞれ独立、柔軟な

生産体制が可能となつています。建造 ドック

は長さ535mx幅 80m、 350トン吊り2基、
1.200トン吊り1基 計 3基のゴライアスクレー
ンを備え、年間 36隻前後の船舶を建造、今
後の更なる飛躍を目指してい表す。

●ハウステンポスから30分

大島造船所は、長崎県の西彼杵半島の北部か

ら西に約 2 kmの海上に浮かぶ大島に在ります。

平成11年 11月 11日 に念願の大島大橋が開通。現

在は無料。車なら長崎空港から約 1時間半、福

岡からも約 2時間半の距離にあります。

周辺にはハウステンポスや陶磁器で有名な

有田の窯元などがあり、観光も楽しむことが

できます。

また、豊かな自然環境を利用して、全国規

模の トライアスロン大会などスポーツイベン

トも開催され、当社もスポンサーとして協賛

しています。

近くへお越しの際には、是非大島へお立ち

寄り下さい。
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見 上 げ た 、 仕 事 だ 。

◆ 新来島と ×〔本  社]東京●千代田区丸0内 1丁目7■ 12■ サピアタワー13腱
[大西工場]彙崚県今治市大西

'新
町甲945■増

TEL 0898‐ 36‐55'l E‐ mail ,inzaiOSk●ソco,p http:′ /www skdy.co jp
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ジャバンマリンユナイテッド株式会社
:業
所 属奮資儡 町観『FAX:0823-26-2164

ジャパンマリンユナイテッド株式会社は、2013年 1月 にIHIグループの株式会社アイ・エイチ・アイマリ

ンユナイテッドと」FEグループのユニバーサル造船株式会社が業界トップを目指して統合した会社です。

呉事業所は長い歴史と伝統に支えら、1889年 (明治22年 )呉鎮守府設置以来、呉海軍工廠として戦艦

大和を筆頭に名立たる艦艇を建造、第二次大戦後、播磨造船、NBC呉造船、呉造船所の時代を経て、1

968年 石川島播磨重工業と合併し呉第一工場として数々の大型船の建造記録を更新、経済成長期には

当時の積載量で世界一となるVLCC超大型タンカーを相次いで建造、増産 ,効率化 高品質を追及する呉

事業所は姿を変えながら現在のもっとも理想的なレイアウトを持つ造船所へ進化を遂げました。

IHIグループの造船事業会社として、2002年アイ・エイチ・アイマリンユナイテッドが発足、新会社ジャパ

ンマリンユナイテッド呉事業所がスタートしてからも、伝統を受け継ぎお客様のニーズにこたえ付加価値の

高い船舶を建造しています。

歴史と伝統を引き継ぎ
進化し続けるモノづくりの拠点

入社 (在籍者)の実績 (2014年 1月現在 )
案 し た 高 学 校 2012年 4月 入社者 2013年 4月 入社看 20144「 4 内定者
知県立須崎エ 等学校 1

Ц口県立下関中央工業高校 1 ヽ 14_
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ジャバンマリンユナイテッド株式会社―

JMU 串事業所 T514-0398二重県津市雲出鋼管町 1番地3
TEL:059-238-6150
FAX:059-238-6430

ジャパンマリンユナイテッド株式会社は、2013年 1月 に」FEグループのユニバーサル造船株式会社

とIHIグループの株式会社アイエイチアイマリンユナイテッドが業界トップを目指して統合した会社です。

津事業所は、伊勢湾に面した二重県津市の海岸を埋め立て、1969年に誕生した大型造船所で、

両開き式ドック(キャナロック)を擁し、このドックで常時1隻半の大型船舶を建造することができ、

鉄鋼の原材料となる鉱石、石炭など運ぶ大型ばら積み運搬船 (ケープサイズ・バルカー)の建造に

おいては、世界トップクラスの実績と生産性を誇ります。

また、30万トン級のVLCCやアフラマックス型タンカー、メンブレン方式LNG船の建造も得意と

しており、最新の技術で高度な品質と生産性を実現しています。

ここ:き桁違いのスケーrLを持つ、

きさにモノづくιlのロマンを
体現する「仕事場」です。

工場全体図 次世代省エネ型パルクキヤリア(G81BC)

入社 (在籍者)の実績 (2014年 1月 現在 )
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常石造船株式会社
■本社/常石工場 /〒 720-0393広島県福山市沼隈町常石1083 TEL:084987-1111
■URL/http//― tsune shi co jp

当社は、1917年の倉1業以来90余年の間、船づくりに従事し、国内外の海上物流を
支える一翼を担うことで、世界経済の発展に寄与してまいりました。小さな木帆
船の建造からスター トした当社ですが、今では広島の本社工場のほか香川県、
フィリピン、中国にも工場を有し、4工場で年間60隻以上を建造する造船会社に
成長しました。
私たちは、安全で高品質な船舶を提供することを使命とし、ばら積み貨物船、タ
ンカー、自動車運搬船など市場のニーズをとらえた多様な船舶を開発・建造し、
世界中のお客様に提供しています。

入社 (在籍者)の実績 (平成25年11月現在)

卒 業 した高 等 学 校 人 数

高知県立須崎工業高等学校 11人

長崎県立長崎工業高等学校 11人

山口県立下関中央工業高等学校 21人
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l合科学大学
〒851-0193 長崎市網場町536 TEL:095-839-3111(代 表)
入試広幸侵課 TEL:0120-801-253   F∧ ×:095-839-3113

E―Ma‖ :adm@NiAS acip  ∪RL:httpブ /nias ip/

マリン文化は長崎から

夢からell造性を…・

ものづくりから向学磁を・0  ●
海に学び 海を女口り 海と生き 人類に貢献できる技術を育む

就職率 100%造 船奨学生制度もあります !!

工学部 工学科 船舶工学コース
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0尾道童継株式奮祗
T722-8602 広 島 県 尾 道 i市 Lll波 町 1005番 地
TEL:0848-37-111l   FAX:0848-20-2969
http://ぃ、、～v onOzo co jp

人と環境へ「安心・安全」な船舶の建造

株式会社 栗之浦 ドック

会社設立 昭和25年 6月  営業品目 各種船舶の建造及び修理
本社所在地 愛媛県人幡浜市栗野浦365番地
淡路工場  兵庫県南あわじ市阿万塩屋町字戎谷2606-1
〈株式会社栗之浦 ドックグループ〉

三好造船llD 愛媛県宇和島市弁天町2-1-18
白浜造船同 愛媛県人幡浜市保内町り|1之石1-236-50
保内重工業同愛媛県人幡浜市保内町り|1之石10-236
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船の安全な航行への願いから、

私たちの もとには多くの船が集ま

つています。 三千ロドック~ltあ ら
ゆる船舶のより高度化、複雑化す

るニーズに対応 していくため、 ド
ックの拡張や、工場設備の整備、

艤装桟橋の竣工などの設備面はも

ちろん、様々な技術研修によリス

タンフ社員の ソフ ト面の レベルア

ップにも努めています。

1961年 の創業以来、わた
したちはクラフ トマンシップの

精神のもと、シップ リベアのプ

ロ集団として世界一の修繕 ドッ

クを目指 して、常にチャレンジ

しています。

≪>幸陽船椰 会社
●ロドック 鳳
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新高知重工株式会社
Shin kochiJyuko Co.,Ltdご
本社/〒 781-0112
TEL 088-847-1111

高知市仁井田新築 4319番地

(代)FAX 088-847-4565

会社概要

前身の高知重工のノウハウと優秀

な技術力を受け継いで、平成元年4

月に、従業員50名弱でスター トした

当社は、徐々に資本の増強と設備の

拡充を図りながら、また建造する船

舶も大型化を推進し、3万 3千 トン型
バルクキャリアーを中心に、コンテ

ナ船、自動車運搬船等々多種多様の

船舶を、年間8隻建造しております。

そ して従業員数も徐々に増加 し、

現在は下請協力工を含め、約520人を

雇用する高知県下有数の企業に発展

成長してまいり、雇用の面でも地域

経済に大きく貢献しています。

《須崎工業高等学校出身者 129名

(内 造船科20名 )在籍》
本社工場

中谷造船株式会社
本  社 〒7372303広 島県江田島市能美町高田33282

TEL 0823-45-3123 FAX 0823-45-4305
E― man general@nakatani― sy co jp

ホーム・ベージ http://www nakatani― sy co jp

第二工場 〒7372311広 島県江田島市沖美町岡大王字横網代250026
TEL 0823-40-2455 きヽ X0823-40-2456

-37-



編 集 後 記

今年度 より 3年 間、長崎工業高校にて事務局を引き受けさせていただきます。前回平成

17年 度より 8年 ぶ りの事務局 とな ります。当会関係の皆様方よろしくお願いいた します。
今年度の総会の折に、会員皆 さんの賛「ilを 得て軍 1監 島ク′レー ズを実施す ることにな りま

した=今 までに何度か遊覧船に乗船 を して、長崎港を海の上か ら見てきましたc山 の上ま

で家がある長崎の街並み と大中小の造船所 を海の上か ら見ることは毎回飽 きることがあ り

ません,こ のよ うな長崎の地を本校で事務局を している うちに紹介できればと思っていま
■~

ここ数年 、先行 きが厳 しい造船業 界で したが、今年度後 半 よ りは少 しずつ 明 るい話 が聞

こえて くるよ うにな りま した。 この業界が ます ます発展す るよ うに造船 の魅 力 を生徒に伝

えてい きたい と思 ってい ます c

最後に、多 くの企業の皆様のご協力によ り、会誌を発刊できましたことに深 く感謝いた します .

第49号

平成 26年 2月 20日 印刷発行

発行者 全国工業高等学校造船教育研究会
事務局 長崎県立長崎工業高等学校

〒 852-8052 長崎県長崎市岩屋町 41-22
TEL(095)856-OH5 FAX(095)856-0117

印 刷  平和堂オフセ ッ ト印刷 (有 )
〒 850-0862 長崎市出島町

TEL(095)811-4623

FAX(095)811-4626
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